
1“ 
'

J

 第560号（昭和36年5月 10 日第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成19年 10月 1 日月曜日

ｷ*  疇霞冒、出御迄郎ゑ俎

十
月
一
日
み
あ
れ
祭
に
先
立

ち
、
九
月
九
日
玄
界
灘
の
孤
島
に

鎮
座
さ
れ
る
沖
津
宮
の
御
神
璽

を
お
迎
え
す
る
沖
津
宮
神
迎
え

神
事
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

前
日
の
九
月
八
日
、
高
向
権
宮

司
以
下
神
職
三
名
が
大
島
へ
渡

島
し
午
後
五
時
よ
り
明
日
の
渡

航
安
全
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

翌
日
早
朝
、
御
座
船
と
な
る

「
威
徳
丸
」
（
船
長
・
丸
井
健
一
氏
）

に
は
、
み
あ
れ
祭
御
座
船
と
同
様

の
「
国
家
鎮
護
」
の
大
織
、
「
御
長

手
」
と
呼
ば
れ
る
紅
白
の
吹
流
し

が
掲
げ
ら
れ
、
船
首
に
「
波
切
り

御
幣
」
を
つ
け
御
神
璽
を
お
迎
え

す
る
準
備
が
整
っ
た
。

午
前
六
時
、
高
向
権
宮
司
以
下

神
職
三
名
、
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会

古
賀
理
会
長
以
下
会
員
・
沖
中
両

宮
翼
賛
会
福
崎
延
男
会
長
、
宗
像

漁
協
山
口
國
一
組
合
長
他
総
勢

十
名
に
て
大
島
港
を
出
港
。
薄
曇

の
天
候
で
あ
っ
た
が
海
上
は
凪
、

同
八
時
無
事
沖
ノ
島
へ
到
着
し

宗

10月祭事暦］

一1 毎月 15日彫紐
午前10時
高宮祭
第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社
巡拝

午前1 1 時～

総社祭
豊栄舞奉奏

|17日表千家献茶祭
午前 1 1 時～

条

神
社
の
例
祭
や
結
婚
式
な
ど
の

神
事
の
中
で
演
奏
さ
れ
る
音
楽

が
が
く
か
ぐ
ら

の
事
を
、
雅
楽
、
神
楽
と
い
う
。
そ

れ
ぞ
れ
楽
器
の
演
奏
の
み
を
行

う
場
合
と
歌
や
舞
を
伴
う
場
合

が
あ
る
▼
神
楽
と
は
、
神
話
の
中

で
、
天
の
岩
屋
戸
の
前
で
天
細
女

命
が
舞
っ
た
歌
舞
を
起
源
と
す

る
も
の
で
、
神
遊
と
も
言
わ
れ
る

▼
神
楽
は
宮
中
で
行
う
御
神
楽

さ
と
か
ぐ
ら

と
、
里
神
楽
に
大
別
さ
れ
、
神
社

で
巫
女
が
舞
う
の
は
里
神
楽
で

あ
る
▼
雅
楽
と
は
、
中
国
大
陸
や

朝
鮮
半
島
に
お
い
て
、
祭
祀
な
ど

の
儀
礼
に
用
い
ら
れ
た
楽
曲
が
、

奈
良
時
代
に
日
本
に
伝
わ
っ
た

も
の
で
、
平
安
時
代
に
は
、
演
奏

形
式
や
楽
曲
が
日
本
風
に
整
理

さ
れ
、
現
在
の
雅
楽
に
近
い
も
の

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
専
属
の
楽

人
を
養
成
す
る
社
寺
に
よ
り
、
一

般
で
も
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
▼
雅
楽
が
継
承
さ
れ
て
い
る

の
は
我
国
だ
け
で
あ
る
。
外
来
の

文
化
を
昇
華
し
、
伝
統
文
化
へ
と

成
熟
さ
せ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

同
時
期
の
「
正
倉
院
御
物
」
同
様

に
先
人
の
偉
業
を
連
綿
と
受
継

ぐ
、
そ
こ
に
日
本
人
の
感
性
が
あ

り
民
族
の
魂
が
宿
る
。
我
々
神
職

も
こ
の
意
義
を
充
分
に
踏
ま
え
、

奏
楽
に
日
々
の
研
鑽
に
励
ん
で

い
る
。

(
T
.
S
)
神具・装束

令井

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

い· 雷話福岡 (Oq 2)65_1 _q456番
‘]本 店〒600-823I 京都市下京区油小路六粂北入

雷話 (075)341-3341 （代）～4番
(075)343-3341 番

木組の家 匠の技

娩式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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神さ幸 l 着神す へ奉参をがを た
事れ‘に岸様る午向安道捧斎し到゜
は、同先すをと前か二を持行‘着
滞本宮導る波多十つ 下しさ靡後
贔悶孟嬰文晶ぷ五な且贔御農宮直
くので 島で島半 再座祓。本ち

厚闊靡悶贋旦悶天 覧般ぶこ唇髯
し宮祭宮の 沖島 島威しがて中
iた神が迄パえ津へ 中徳な御出に

ら°迎童御卜上宮到 津丸が神御て
亨 え付神力。の着 宮にら璽祭楔

ゞ員直丘釦岬コ＇責棗悶贔喜；岡
のさ御幸御た中
御れ神さ神沖津
神五璽れ璽津宮: [ ［皇［ [ ] 
詈悶厨含］璽り
れ内のれーは、仮
る陣再る日中鎮
゜に会辺海津座

研冒修き大日

雙雙甘［翡閃 h
し泊二た修回七
て三週°を

胄悶間『塁儡 1[
ま宗畠犀さ贄旦

¥¥u t像修 せ研で
ヽ岳｀口刃；繋皇h 心目胃芯饂竺

t、9：よ幽二：し行：＆： ; : : : : :: 
—:_:::_―ーシ―·’—八ニュニ辛_こ``.1"'f1”:一ぞo _..9^r‘g 9，し．，応ゞ元·“口.令‘が予時ま間風日
い研続き研感大もにリれ期 まと研始い開辺 で定にし通九か
た修いま修じ社多慌まるに約しな修を御始津研：門はたり号ら
後生てしにぶのくしでた亘ーたるが児神奉宮修し研旱が胄g閏
参へ神な臨雰荘おか残めっ諷゜ょ実口前告拝開た修五集で響地
加の島 むを厳りっ務前て間 うりし、に祭殿蛤°を名合きで方
］講宮 こ入さまたや日職と 祈多中研をにし 開全時る、に
早話司 とれを｝研引ギ場い 願き堅修執てあ 始員間か研接
速をか が替肌こ、修継リをう 致研社のり研fこ すがの危修近
、頂ら でえで力：生ぎギ離長 し修員開行修り、 る揃午惧生中

ムJ’r'z:’9’'999 ＇、謬戸＇ ’999999 ニ9 -づ―--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

のい まを感つ事後がたた作白｀。出
懇た前しさ想てに‘‘め゜法衣
談だ回たせが臨出ぉー大慣の． 光
できか゜て多む席宮通変れ 白 興
はまら いくこす参り苦な習袴，産

屯どを日［ ；、；冒［言［青I大々れ で体とをど竺し法ま祭課
社とて き験のも神今たのし式ぞ
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ゆ
ー
’
-
1

の
こ
と
に
つ
い
て
は
勿
論
の
こ
と
、
一
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宗
像
大
に
お
住
ま
い
の
方
は
今
も
な
お
中
日
・
ニ
日
目
と
二
回
実
施
さ
せ
て
が
ら
宗
像
大
社
を
後
に
し
、
出
光

神
職
の
方
の
日
常
生
活
な
ど
普
段
社
の
こ
祭
神
が
天
照
大
神
か
ら
お
津
宮
を
中
心
と
し
て
地
域
一
体
と
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
、
椅
子
で
店
主
生
家
・
弊
社
発
祥
の
地
で
あ

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
様
々
な
話
生
ま
れ
に
な
っ
た
大
変
貴
い
神
様
な
っ
て
生
活
を
営
ん
で
お
ら
れ
る
の
生
活
に
慎
れ
き
っ
て
い
る
研
修
る
門
司
を
経
由
し
て
、
千
葉
県
の

を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
で
あ
る
こ
と
、
古
代
よ
り
沖
ノ
島
と
の
こ
と
で
、
神
社
を
中
心
と
し
生
の
中
に
は
正
座
が
辛
く
、
「
と
て
研
修
施
設
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
神
職
の
は
大
陸
と
の
往
来
に
お
い
て
交
通
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
た
も
魂
を
鎮
め
る
境
地
に
は
至
ら
な
期
間
中
、
宗
像
大
社
の
皆
様
に

皆
様
に
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
こ
出
の
要
衝
に
あ
た
り
、
我
が
国
の
歴
私
ど
も
の
祖
先
に
思
い
を
馳
せ
る
か
っ
た
」
と
の
感
想
も
聞
か
れ
ま
は
物
心
と
も
に
多
大
な
る
こ
支
援

席
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う
こ
ざ
史
を
語
る
上
で
不
可
欠
な
存
在
で
と
と
も
に
、
地
域
の
絆
の
素
晴
ら
し
た
が
、
最
初
の
五
分
程
度
は
暗
を
賜
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
非
日
常

い
ま
し
た
。
あ
る
こ
と
を
知
り
、
弊
社
創
業
者
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
闇
の
中
で
虫
の
音
や
木
々
の
ざ
わ
の
宗
像
大
社
研
修
を
糧
に
仕
事
に

二
日
目
に
は
高
向
権
宮
司
よ
り
の
出
光
佐
三
が
宗
像
大
社
を
大
切
ま
た
、
沖
津
宮
遥
拝
所
並
び
に
御
め
き
を
感
じ
な
が
ら
清
々
し
い
気
お
い
て
、
さ
ら
に
切
磋
琢
磨
し
、
社

宗
像
大
社
の
御
由
緒
説
明
と
、
重
に
し
た
か
に
つ
い
て
良
く
理
解
で
獄
山
山
頂
か
ら
は
、
こ
の
季
節
と
持
ち
を
味
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
会
に
示
唆
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な

住
学
芸
員
よ
り
神
宝
館
史
料
の
解
き
ま
し
た
。
し
て
は
珍
し
く
彼
方
に
沖
ノ
島
を
·
こ
の
高
宮
で
の
鎮
魂
は
、
い
つ
ま
存
在
と
な
る
よ
う
努
め
て
参
る
所

午
後
か
ら
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
幸
で
も
心
の
中
に
残
る
も
の
と
思
わ
存
で
あ
り
ま
す
。

は
大
島
に
渡
運
で
し
た
。
れ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
宗
像

り
、
中
津
宮
を
さ
て
、
毎
回
研
修
生
に
と
っ
て
二
泊
三
日
の
宗
像
大
社
研
修
も
大
社
の
皆
様
の
益
々
の
こ
繁
栄
を

正
式
参
拝
さ
一
番
の
思
い
出
に
な
る
の
が
、
午
最
終
日
朝
の
研
修
修
了
奉
告
祭
で
お
祈
り
し
ま
し
て
、
お
礼
の
こ
挨

せ
て
い
た
だ
き
後
七
時
半
か
ら
の
高
宮
で
行
う
鎮
全
日
程
を
終
了
し
、
神
職
・
職
員
の
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
有

ま
し
た
。
大
島
魂
で
す
。
今
回
の
研
修
で
は
、
初
皆
様
に
お
見
送
り
を
い
た
だ
き
な
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
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挨天辻委開；；；；；長れ歓ル者名多日 開の太岡初＋大西戦同天年
拶満宮員会ホの天迎日がのに至初催当宰でめ S 会神しチ満よ当
の宮司長の像神ム会航集神約国日さ番府‘て二が社て l 宮り大
後る天の辞奇島篇が福い社一かのれに天当九十八人いムと太社
生歓宰西大..._....宮委催岡ホ関八ら二なょ満合州二月野るでの宰も
田迎府高会の司員さでテ係〇博＋ り宮・福日二球東参合府昨
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続大序黒 l 出 名手権ー よ二市わ運 まが九禾事月 ム対が し神
い塚盤柱ス雲初がて禰塁当り会のれ動翌れな州鶯る七そか戦行宴た社
て桑かでで盃戦試直宜手大熱場大‘公二たさの＾会日のらチわの゜の
四ーらあ四比は合武外了社戦で野そ園十゜れ様き r 後懲 l れ中 加
喜：悶霜醤，閲乱責］夏忍羞i tヽ塁畠昇五 虐； ：塁丘天ぶなゞ翌盤 喜

害！ ：窒学］＇揚函嘉＇：萎：品睾寄息 拉蔀；塁乞玄 9 害録翌 群ツ菟；闊ム閾団 壬翡了履農方球大式の 顔の K 全替宮ぃ各会せ で
ト制が発の。し の＾壱手。式場野が小 に交口員えでたチで抽 開
で、、。大工く 五捕岐・ にの城行郡 包換いで神正° l の選 宴
------------•••••-•……………………:··········……··~············-----•-•------•-------------……………·····~··- ~:...^` 

ツてけ方上バと 三ん三先大
卜いらのがツ対続対張点制塚 ロー皿知-----
でたれ好りテ戦＜〇りのしが—
出゜なプかリ° -、で相みたホ: ；忍『［。↓貸戦賃［虎じょ一
の壱何やリ臨吉目勝流発力‘を

と相ッん野は利れのし踏
ま岐か手とだ二東し 神得み
ま二踏ミせがを京t：畠島点ヽ
俊竺んスず‘のチ 弟は三
足が張に、立宗 l ：がこ点
をヒつ助味ち像ム 、踏のを
ｷ • ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ • ｷ -ｷ • -----------------------•---,..... ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷｷ ｷ ｷｷ ｷｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ -------------------

大凹位イ岐を今つ昨ら 打飛
塚点打神が一年た年逆しでば
もを線島適丸にが決転かーし
立もが兄時とか‘勝をし点二
ちぎ突＾打しけ開の許、を盗

: : ] : ］よ‘;’’：ヽ；、り喜！
な時の裏ち l 蘇 1 リたニ

回そり 犠満がムりム l °芭
以の一オJ牲塁チとっ内ミ の
降後挙と、フで l しつにス 適
キはに下ラ壱ムてあもか 時
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·太宰府・宗像チーム
・山りi』i·兵庫チーム
三位 熱田チーム

四位 東京チーム

五位 出雲・金比羅チーム

六位 神宮チーム

“逗且9 神島崇（太宰府天満宮）
~靖注渭・大塚宗延（宗像大社）

他、各チームよりー名づつ選出

◄

結
果
は
左
記
の
通
リ

ッ
チ
リ
と
三
者
凡
退
で
抑
え
、
五
」
制
、
そ
の
後
も
三
回
に
死
球
で
出
i
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
太
宰
府
・
宗

対
一
一
で
接
戦
を
も
の
に
し
た
。
一
塁
し
た
長
友
（
宗
）
が
神
島
弟
の
犠
i
像
チ
ー
ム
は
ヒ
ッ
ト
一
本
で
四

決
勝
は
、
昨
年
と
同
じ
く
兵
庫
一
飛
で
生
還
、
四
回
に
も
死
球
で
出
；
点
、
兵
庫
チ
ー
ム
は
ヒ
ッ
ト
四
本

チ
ー
ム
と
対
戦
。
す
で
に
三
位
、
五
[
至
し
た
壱
岐
が
相
手
パ
どT
リ

l

；
を
打
ち
な
が
ら
二
点
に
留
ま
り
ヽ

位
決
定
戦
も
終
了
し
、
全
て
の
参
]
の
ミ
ス
で
生
還
、
着
実
に
追
加
点
｛
昨
年
の
対
戦
と
逆
の
展
開
で
太
宰

加
者
が
見
守
る
中
、
緊
迫
し
た
試
]
を
奪
っ
て
い
っ
た
。
一
府
・
宗
像
チ
ー
ム
が
参
戦
二
年
目

合
展
開
と
な
っ
た
。
一
方
、
先
発
し
た
神
島
弟
は
兵
一
で
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

立
ち
上
が
り
こ
そ
静
か
に
終
わ
一
庫
の
強
力
打
線
に
対
し
、
ヒ
ッ
ト

-
M
V
P

に
は
、
投
打
に
わ
た
る

っ
た
が
、
二
回
、
相
手
投
手
・
守
備
一
四
本
を
打
た
れ
な
が
ら
も
要
所
を
一
活
躍
を
み
せ
た
神
島
弟
（
太
）
が
選

の
乱
れ
を
突
き
、
吉
武
（
宗
）
の
ラ
締
め
二
点
に
抑
え
る
粘
り
強
い
投
]
ば
れ
た
。

ッ
キ
ー
な
ヒ
ッ
ト
で
二
点
を
先
球
を
披
露
し
た
。
一
三
日
目
の
二
十
二
日
は
太
宰
府

i
i
“
、
'
―
天
満
宮
を
正
式
参
拝
後
、
九
州
国

｀
立
芦
物
館
を
見
学
、
全
国
か
ら
の

ー
参
加
者
は
、
来
年
東
京
・
神
宮
球
場

, 

]
で
の
再
会
を
誓
い
、
福
岡
を
後
に

一
し
た
。

第37回酋日本菊花大会のご案泊滋謬
神郡宗像に菊の季節が到来しました。九州各県を中心
｀も国の菊花愛好家が丹精込めて作り上げた銘花約
300 鉢が、境内中に展示されます。この大会の最高賞は
内閣総理大臣賞、この他に大臣賞が十一本授与され、別
名「菊作り九州ナンバーワン決戦大会」とも呼ばれてい
ます。
期間中は、観菊者、七五三詣での家族連れなどで賑い
ます。また菊苗菊鉢の販売、勅使館をこの時期限定で特
別に開放「抹茶コーナー」、豪華景品が当たる『菊みくじ』、
宗像観光協会の運営する『いっぷく茶屋』なども開かれ
ています。
是非、御参拝下さいますよう御案内申し上げます。

間
間
場
式彰

期
時
会
表

拝観料
駐車場

ヽ

l l 月 1 日（木）～ l l 月23日（金）
終日
宗像大社境内
l l 月 18日午前10時～
於＝ゅうゆうプラザ

関 ィ，

` .̀o 

▲..、、 一'、.......,rふし



第560号 （第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成19年 10月 1 日月曜日 6-

稲
偕

秋
の
恒
例
と
な
り
ま
し
た
刀
剣
展
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

当
社
が
収
蔵
す
る
奉
納
刀
を
中
心
に
鍔
な
ど
の
刀
装
具
も
展
示
し
ま
す
。

皆
様
、
是
非
お
越
し
下
さ
い
。
ず
·

会
期
平
成

1
9年
1
0月
2
8日（
日
）
ー1
月

2
5日（
日
）

時
間
年
土
則

9

時
ー
午
後
4
時
半

会
場
~
宗
像
大
社
神
宝
館
1
階
展
示
室

入
館
料
天
人

5
0
0

円
、
大
学
・
高
校
生
3
0
0

円
、

中
・
小
学
生
2
0
0

円

※

1
5名以
上
は
1
0
0
円
引
き

な
お
、
展
示
作
業
の
た
め
会
期
の
前
後
で
休
館
し
ま
す
。

休
館
日
平
成

1
9年
1
0月
2
6日（
金
）
、2
7日（
土
）

平
成
1
9年
1
月

2
6日（
月
）
ー2
9日（
木
）

か
、
沖
ノ
島
祭
祀
と
出
土
品
に
つ
い
（
重
住
学
芸
員
）
な
ど
を
設
け
、
実
務
化
財
保
護
へ
の
取
り
組
み
方
、
後
世

て
学
ぶ
考
古
学
（
松
本
肇
氏
）
、
絵
馬
実
習
と
し
て
刀
剣
の
手
入
れ
（
藤
川
へ
の
継
承
の
た
め
に
文
化
財
の
意
義

や
漂
着
物
を
中
心
と
し
た
民
俗
学
宣
重
氏
）
、
拓
本
採
り
や
資
料
の
取
を
地
道
に
説
い
て
い
く
学
芸
員
の
使

八
月
十
六
ー
ニ
十
六
日
ま
で
、
当
大
社
文
化
財
管
理
事
務
局
が
中
心
と
．
（
楠
本
正
氏
、
石
井
忠
氏
）
、
土
器
の
」
り
扱
い
（
重
住
学
芸
員
）
な
ど
を
例
．
命
等
々
、
新
た
な
認
識
を
得
て
い
っ

な
り
学
芸
員
実
習
が
実
施
し
た
。
こ
の
実
習
は
学
芸
員
資
格
取
得
を
目
指
し
．
接
合
か
ら
文
化
財
保
存
を
考
え
る
年
実
施
し
て
い
る
。
今
年
は
さ
ら
に
た
よ
う
で
あ
る
。
次
第
に
目
的
意
識

て
い
る
大
学
生
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
県
内
外
の
学
生
計
．
保
存
科
学
（
横
田
義
章
氏
）
、
中
世
の
．
視
野
を
広
げ
る
べ
く
、
宗
像
市
の
職
を
高
め
て
意
欲
的
に
取
り
組
む
学

八
名
が
受
講
し
た
。
文
書
か
ら
当
大
社
の
歩
み
を
読
み
・
員
に
よ
る
文
化
財
行
政
の
講
義
、
芦
生
た
ち
を
前
に
、
少
し
で
も
有
益
な

実
習
は
毎
朝
斎
行
し
て
い
る
朝
拝
式
へ
の
参
列
か
ら
始
ま
る
。
連
日
、
学
生
．
解
く
歴
史
学
（
河
窪
学
芸
員
）
、
当
屋
町
立
芦
屋
釜
の
里
並
び
に
芦
屋
・
実
習
に
で
き
れ
ば
と
指
導
す
る
側
も

は
当
大
社
職
員
と
と
も
に
玉
串
拝
礼
を
行
い
、
心
身
を
清
め
て
各
講
義
に
臨
．
大
社
神
宝
館
の
運
営
か
ら
神
道
博
．
歴
史
の
里
な
ど
他
の
博
物
館
の
見
．
力
が
入
っ
た
。

ん
だ
。
実
習
の
内
容
は
、
講
義
と
し
て
堤
文
化
財
管
理
事
務
局
長
の
講
話
の
ほ
．
物
館
に
つ
い
て
考
え
る
博
物
館
学
学
も
行
っ
た
。
．
日
々
習
得
し
た
事
に
考
え
を
め

〇
ー
ー

1
.
-
a

学
生
は
実
習
を
重
ね
な
が
ら
、
学
ぐ
ら
せ
学
芸
員
の
本
質
に
迫
ろ
う

4
9

芸
員
に
必
須
の
専
門
的
、
実
務
的
知
と
す
る
学
生
を
見
守
り
な
が
ら
、

」
し
？
~
二
い
い
い
‘
い
い
い
汀

□
三
汀
汀
冒
ぃ
r
d
J

・
ロ
境
や
立
場
の
違
い
に
よ
る
様
々
な
文
]
で
あ
っ
た
。

9
 

i

l

u

 

,
`
p
\
i
‘
.
J

I
C
I`

芦
i

」
コ
｀

i
 

屈
一

手の刀
i

宗
像
大
社
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｝
遇
で
、
酒
も
与

：
言
れ
、
魚
は

i
必
ず
焼
か
れ
て

一
い
た
。
居
所
も

[
上
官
達
の
そ
ば4
{

に
設
け
ら
れ
か
、
し
＠

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
四
月
十
·
に
甲
比
丹
に
つ
れ
ら
れ
て
、
孫
太
段
に
居
て
そ
こ
で
船
内
の
一
切
の
·
特
に
恩
情
を
加
え
ら
れ
た
。
·

三
日
、
ス
ラ
バ
ヤ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
·
郎
は
日
本
へ
渡
海
す
る
二
艘
の
船
事
を
掌
っ
た
。
他
は
そ
れ
ぞ
れ
職
船
内
で
の
火
の
取
扱
い
は
厳
し
·
が
、
約
―
1
0
m
ほ
ど
近
寄
っ
て
き

ア
・
ジ
ャ
ワ
島
東
部
北
海
岸
の
港
·
の
、
大
き
い
方
の
船
に
乗
っ
た
。
掌
が
決
ま
っ
て
い
た
。
黒
坊
十
名
く
、
煙
草
を
吸
う
煙
管
（
タ
バ
コ
を
た
が
、
東
の
方
へ
去
っ
て
い
っ
た
。

市
。
大
河
プ
ラ
ン
タ
ン
の
分
流
マ
]
「
大
な
る
旗
を
風
に
な
び
か
せ
は
上
官
達
の
世
話
を
し
た
。
つ
め
る
部
分
）
の
頭
に
蓋
を
し
た
。
船
内
も
孫
太
郎
も
ほ
っ
と
安
堵
し

ス
川
の
河
口
に
位
置
す
る
良
港
）
·
て
、
さ
な
が
ら
小
山
の
如
く
大
き
マ
ド
ラ
ス
（
船
員
）
一
三
四
名
、
船
は
三
昼
夜
走
行
し
て
パ
レ
ン
た
。
船
内
で
夜
は
寝
さ
せ
な
い
の

へ
。
五
月
二
日
に
は
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
く
見
え
た
」
（
日
本
漂
流
諏
）
。
こ
の
一
暇
冶
屋
、
大
工
、
其
他
す
べ
て
備
わ
バ
ン
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
は
、
夜
間
に
敵
船
と
遭
遇
す
る
こ

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
北
西
大
船
で
日
本
へ
帰
え
れ
る
。
孫
太
っ
て
い
た
。
孫
太
郎
を
加
え
て
都
合
島
南
東
部
の
商
業
都
市
）
に
錨
を
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
遅
れ
て

部
海
岸
・
チ
リ
ウ
ン
河
口
に
位
置
郎
の
喜
び
は
如
何
許
り
で
あ
っ
た
ー
一
五
三
名
が
乗
船
し
て
い
る
。
．
お
ろ
し
た
。
い
た
も
う
一
艘
も
追
付
い
た
。

す
る
大
港
旧
名
バ
タ
ビ
ア
）
に
錨
]
ろ
う
か
。
上
官
達
の
居
所
は
豪
華
な
飾
り
船
内
で
は
昼
寝
は
禁
じ
ら
れ
な

を
お
ろ
し
た
。
城
壁
・
要
塞
、
商
館
、
・
オ
ラ
ン
ダ
船
は
出
港
の
合
図
に
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
天
上
板
も
種
々
の
い
が
、
夜
は
寝
る
こ
と
は
許
さ
れ

住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。
号
砲
を
放
っ
て
、
港
を
出
て
い
っ
た
。
二
彩
色
、
獅
子
や
虎
等
も
描
か
れ
て
ず
、
夜
間
見
廻
り
が
き
て
、
声
が
か

も
う
せ
ん

五
月
三
日
に
甲
比
丹
（
カ
ピ
タ
船
室
は
甲
比
丹
（
船
長
）
と
上
官
；
の
っ
た
。
毛
甑
も
敷
か
れ
、
窓
は
ビ
i
け
ら
れ
る
と
、
百
余
人
の
者
た
ち
]

ン
船
長
）
か
ら
日
本
へ
行
く
こ
と
．
八
名
。
舶
師
、
医
師
は
、
い
ず
れ
も
イ
ド
ロ
（
ガ
ラ
ス
）
で
、
開
か
ず
し
て
：
は
、
一
斉
に
「
寝
て
い
な
い
」
と
答
一

一
と
も

を
告
げ
ら
れ
る
。
翌
四
日
、
役
所
に
]
訓
の
中
段
に
あ
り
、
舶
師
の
み
上
一
四
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

0

!
え
た
。
毎
晩
そ
う
で
あ
っ
た
。
．

呼
出
さ
れ
た
。
五
日
の
午
前
十
時
i
食
事
は
上
官
達
は
別
室
で
食
]
帆
走
す
る
こ
と
一
三
日
、
カ
シ
[

~4 

べ
、
音
楽
が
奏
さ
れ
た
。
乗
員
達
は
、
i
ポ
ラ
オ
と
言
う
小
島
近
く
に
帆
を
―

朝
夕
の
食
事
で
、
鈴
を
合
図
に
、
皆
：
お
ろ
し
た
。
こ
の
カ
シ
ポ
ラ
オ
と
[
t
V
」

一
ぷ
J

一
堂
で
食
べ
た
。
食
事
は
巨
大
な
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
靴
に
形
が
似
J
ゞ
ダ

ざ
烹

銅
釜
で
炊
か
れ
た
。
飲
物
は
毎
朝
．
て
い
る
た
め
に
、
命
名
さ
れ
た
島
．
守

水
を
五
合
ば
か
り
フ
ラ
ス
コ
（
徳
名
で
あ
っ
た
。
も
う
一
艘
が
遅
れ

利
状
の
容
器
）
に
入
れ
て
渡
す
。
渡
て
見
え
な
い
の
で
、
こ
こ
で
待
っ
こ
．

i
し
終
れ
ば
水
槽
に
鍵
を
お
ろ
し
、
ー
と
に
な
っ
た
。

]
そ
の
外
は
少
し
も
与
え
ら
れ
な
~
す
る
と
大
船
が
現
れ
た
。
フ
ラ
｛

i
い
。
食
事
の
お
か
ず
は
干
魚
を
生
一
ン
ス
船
で
、
こ
れ
を
見
た
オ
ラ
ン
．

一
で
食
べ
た
。
孫
太
郎
は
特
別
の
待
ダ
船
は
慌
て
て
戦
闘
準
備
を
し
た
i

仕9 祐i省か

（続）

公
＃

1
·
·
ー
、

`-·— 
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い
し
い
た
だ
し

一
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北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

鴨
居
よ
り
遠
暦
の
姑
が
見
下
ろ
し
ぬ
年
忌
に
集
ふ
老
い
し
我
等
を

高
齢
化
し
た
日
本
の
縮
図
。
私
な
ど
も
年
に
一
、
二

0
0

人
―
二
、0
0
0

首
を
超
え
る
作
品
を

匿
見
る
が
、
歌
節
に
書
か
れ
た
年
が
六
十
歳
台
な
ら
若
い
と
感
じ
る
。
そ
ん
な
時
代
で
あ
る
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

庭
に
伐
り
来
し
榊
に
幣
を
結
へ
る
を
わ
が
少
女
ら
が
見
守
り
て
を
り

改
築
の
た
め
の
神
事
だ
ろ
う
か
、
老
い
と
少
女
の
取
合
せ
が
い
い
。
た
だ
初
句
は
、
字
余
り
に
し
な
が
ら
、

匿
伐
っ
て
き
た
榊
を
庭
に
か
、
庭
に
あ
る
榊
を
伐
っ
て
か
、
不
明
で
あ
る
。
「
伐
り
て
来
し
j
で
は
い
か
が
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

植
込
み
の
小
笹
に
揺
ら
ぐ
木
洩
陽
は
神
の
や
さ
し
き
遊
び
の
こ
と
し

一
評
~
一
下
句
の
叙
述
は
一
首
に
深
味
を
与
え
練
達
で
あ
る
。

福
岡
市
中
央
区
加
野
シ
ノ
ブ

な
き
友
の
面
影
し
の
び
仰
ぐ
空
一
線
白
き
雲
の
掛
橋

百
一
白
い
一
筋
の
雲
は
作
者
と
亡
き
友
を
つ
な
ぐ
心
の
掛
橋
で
も
あ
る
。

宗
像
市
久
巻
桔
梗

大
会
の
ポ
ス
タ
ー
街
に
貼
り
だ
せ
ば
受
付
け
前
に
応
募
歌
と
ど
く

会
は
勿
論
宗
像
大
社
短
歌
大
会
の
事
で
あ
る
。
大
会
事
務
局
長
の
情
熱

匿
t
j
よ
ろ
こ
び
が
伝
わ
る
。
沢
山
の
詠
草
が
集
ま
る
こ
と
を
祈
る
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

入
院
を
控
へ
し
夫
は
炎
天
に
草
を
刈
り
を
り
せ
か
る
る
如
く

＿
評
一
昔
堅
気
で
律
儀
な
こ
主
人
で
あ
ろ
う
。
早
く
本
復
さ
れ
て
欲
し
い
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

ケ
イ
タ
イ
の
所
在
わ
か
ら
ず
電
話
し
て
着
信
音
を
た
よ
り
に
さ
が
す

会
の
選
者
の
桜
川
さ
ん
も
「
さ
が
し
も
の
ば
か
り
し
て
ゐ
る
引
き
出
し
に
書
類
の
し
ろ
い
こ
ゑ

回
[
9
り
」
の
一
首
が
あ
る
。
さ
が
し
物
は
、
物
を
大
切
に
す
る
人
の
証
か
も
知
れ
な
い
。

田

回

五
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

■·遣i,[』'’’·
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

お
く
か

炎
暑
に
て
溶
け
る
が
こ
と
き
雲
の
峯
真
青
き
天
の
奥
処
に
畑
る

回
瓢
5汀
賛
』0は
れ
て
い
る
よ
う
に
雲
の
峰
す
ら
溶
け
る
よ
う
な
今

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

風
通
る
稲
荷
の
杜
の
籠
り
堂
神
に
守
ら
れ
蟻
地
獄
棲
む

か
げ
ろ
う

蟻
地
厭
は
う
す
羽
蛭
蛎
の
幼
虫
の
巣
。

匿
「
マ
リ
ア
像
影
し
た
ま
へ
り
蟻
地
獄
」
水
原
秋
桜
子
の
句
を
思
い
出
し
た
。

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

同
級
の
友
と
結
ば
れ
年
古
れ
ば
二
重
映
し
の
若
きB
の
顔

一
重
映
し
の
」
は
、
こ
主
人
と
作
者
の
若
い
時
の
顔
の
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
馳

回
こ
さ
ま
と
言
い
た
い
仲
の
良
い
夫
婦
像
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

病
棟
で
数
珠
を
片
手
に
讃
美
歌
を
老
女
は
歌
う
孫
と
二
人
で

＿
評
一
数
珠
と
貿
美
歌
認
知
症
の
進
ん
だ
姿
が
物
悲
し
い
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

つ
ゆ
明
け
を
そ
ぞ
ろ
歩
け
ば
し
ろ
じ
ろ
と
胡
麻
の
花
咲
く
夏
が
来
に
け
り

＿
評
一
胡
麻
の
白
い
花
に
夏
を
再
確
認
を
し
た
感
覚
は
す
ば
ら
し
い
。

宗
像
市
ひ
か
り
ヶ
丘
清
水
亜
矢
子

甲
子
園
白
球
―
つ
追
い
か
け
て
見
る
人
達
の
心
揺
ら
が
す

句
は
「
追
う
さ
ま
は
」
と
す
る
。
今
年
は
下
馬
評
に
も
あ
が
ら
な
か
っ
た
県

回
戸
の
佐
賀
北
高
が
優
勝
し
感
激
と
興
窟
は
一
層
高
ま
っ
た
。

一
学
勺4
T

、
ソ
｀
寸4
I
I
I

う
き
は
市
向
則
正

津
軽
弁
わ
ざ
と
使
び
て
「
み
ち
の
く
」
を
楽
し
く
案
内
す
る
人
気
の
ガ
イ
ド

o
o
[い]
い
い
謬
贔
い

0
ぃ
て
も
日
常
か
ら
解
放
さ
れ
た
観
光
客
に
は
、

潮
ぴ
か
る
駅
の
ホ
ー
ム
に
近
々
と

ざ
く
ろ
は
大
き
日
を
ぴ
ら
け
り

宮
島
の
道
を
歩
め
ば
い
づ
こ
に
も
準

鹿
の
毛
が
と
ぶ
秋
B

に
ひ
か
り
―

4苔

下
り
て
き
て
鹿
二
三
頭
遊
び
を
り
多

潮
の
引
き
た
る
廻
廊
近
く

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

母
と
子
の
日
傘
や
さ
し
き
影
つ
く
る

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

漕
ぎ
出
せ
り
櫂
の
ゆ
る
や
か
霊
送
り

紙
面
の
通
り
出

」
光
興
産
卸
の
中

堅
社
員
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
小

生
、
二
十
台
前
半
か
ら
窓
口
と
な
り
、
店

主
室
教
育
研
修
時
代
末
期
、
中
堅
社
員
研

修
の
第
一
回
目
か
ら
お
世
話
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
▼
今
回
研
修
生
の

平
均
年
齢
は
三
十
七
歳
。
小
生
が
今
年
三

十
一
歳
、
段
々
と
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

若
い
時
分
は
何
も
見
え
て
い
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
、
神
社
と
会
社
は
違
つ
と
い

う
考
え
が
先
行
し
、
聞
く
耳
も
な
か
っ
た

よ
う
に
思
え
ま
す
▼
と
こ
ろ
が
最
近
の

研
修
で
は
、
出
光
側
か
ら
学
ぷ
こ
と
、
一

般
企
業
の
中
堅
社
員
が
何
を
得
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
会
社
側
が
ど
ん
な
こ
と

を
要
求
し
て
い
る
の
か
、
関
心
を
寄
せ
る

自
分
が
い
ま
す
。
こ
れ
が
三
十
歳
に
な
る

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
：
·
▼
前
回
の
研

修
時
は
、
人
事
部
次
長
さ
ん
の
こ
ん
な
言

葉
が
印
象
的
で
し
た
。
「V
S
O
P

」
洋
酒

で
は
な
く
、
「
二
十
代
で
ヴ
ァ
イ
タ
リ
テ

ィ
ー
（
活
力
）
、
三
十
代
で
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ

ィ
ー
（
専
門
性
）
、
四
十
代
で
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
（
独
創
性
·
創
造
力
）
、
五
十
代
で

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
（
個
性
）
」
と
年
齢
毎

に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
い

う
も
の
で
し
た
▼
そ
し
て
今
回
、
特
に
印

象
に
残
っ
た
言
葉
が
、
衰
退
し
て
い
く
組

織
と
し
て
「
傲
慢
・
自
己
満
・
社
内
調
整
優

先
・
変
化
に
対
す
る
抵
抗
勢
力
が
大
き

い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
い
づ
れ
の
言

葉
も
組
織
の
一
員
と
し
て
、
社
会
人
と
し

て
重
く
受
け
止
め
ま
し
た
。

(
M
.
o
)
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